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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被選択プログラムを記録する機器であって：
　ａ）前記被選択プログラムを選択する手段；
　ｂ）データストリームを受信する手段であって、前記データストリームは１つ又はそれ
以上のプログラム及びプライベートストリームを有し、前記プライベートストリームは前
記被選択プログラムに関連する開始データパケット及び終了データパケットを有し、前記
開始データパケット及び前記終了データパケットは、前記開始データパケット及び前記終
了データパケットが関連する被選択プログラムコンテンツについてのプログラム識別情報
を有し、前記プライベートストリームは、前記プログラムコンテンツを載せているチャネ
ル及び／又はサブチャネルとは別個のチャネル又はサブチャネルであり、前記開始データ
パケット及び前記終了データパケットは、前記開始データパケット及び前記終了データパ
ケットが関連する被選択プログラムについてのチャネル／サブチャネル識別情報を有する
、手段；
　ｃ）前記被選択プログラムについての前記開始データパケット及び前記被選択プログラ
ムについての前記終了データパケットを検出する手段；並びに
　ｄ）前記被選択プログラムを記録する手段であって、前記被選択プログラムについての
前記開始データパケットの前記検出に対応して開始され、前記被選択プログラムについて
の前記終了データパケットの前記検出に対応して終了される、手段；
　を有する機器であり、
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　複数のプログラムが多重化プログラムストリームに同時に供給される場合、２つ又はそ
れ以上のプログラムからのデータパケットは前記２つ又はそれ以上のプログラム中に時間
多重化され、各々のプログラムに関連する開始データパケットは、プログラムコンテンツ
に関連する初期データパケットに先行する；
　機器。
【請求項２】
　請求項１に記載の機器であって、前記データストリームは１つ又はそれ以上のプログラ
ム及びプライベートストリームを有し、各々のプログラムは前記データストリームにおい
て複数のコンテンツデータパケットにより表され、前記プラーベートストリームは、前記
被選択プログラムに関連する前記開始データパケット及び前記終了データパケット、並び
に、各々の付加プログラムに関連する開始データパケット及び終了データパケットを有す
る、機器。
【請求項３】
　請求項２に記載の機器であって、前記関連する開始データパケットは、各々のプログラ
ムについての前記データストリームにおいて前記関連するコンテンツデータパケットに先
行し、前記関連する終了データパケットは、各々のプログラムについての前記データスト
リームにおいて前記関連するコンテンツデータパケットに後続する、機器。
【請求項４】
　請求項３に記載の機器であって、先行するプログラムの前記終了データパケット及び後
続するプログラムに関連する前記開始データパケットは共通のデータパケットにおいて結
合される、ことを特徴とする機器。
【請求項５】
　請求項１に記載の機器であって、前記データストリームは１つ又はそれ以上のプログラ
ムを有し、各々のプログラムは前記データストリームにおいて複数のコンテンツデータパ
ケットにより表され、前記開始データパケット及び前記終了データパケットはプライベー
トストリームにあり、前記プライベートストリームも、個別の複数の付加プログラム又は
複数のプログラムセグメントに関連する開始データパケット及び終了データパケットを有
する、機器。
【請求項６】
　請求項５に記載の機器であって、前記プライベートストリームにおける関連する前記開
始データパケットは、各々のプログラムについての前記データストリームにおいて前記関
連コンテンツデータパケットの前に供給され、前記プライベートストリームにおける関連
する前記終了データパケットは、各々のプログラムについての前記データストリームにお
いて前記関連コンテンツデータパケットの後に供給される、機器。
【請求項７】
　請求項６に記載の機器であって、先行するプログラムの各々の終了データパケット及び
後続するプログラムに関連する前記開始データパケットは共通データパケットにおいて結
合される、機器。
【請求項８】
　請求項１に記載の機器であって、前記開始データパケット及び前記終了データパケット
は前記被選択プログラムを識別する情報を有する、機器。
【請求項９】
　請求項１に記載の機器であって、前記データストリームは複数のプログラムを有し、各
々のプログラムはサブチャネルに関連し、前記開始データパケット及び前記終了データパ
ケットは、前記被選択プログラムに関連するサブチャネル及び前記被選択プログラムを識
別する情報を有する、機器。
【請求項１０】
　請求項１に記載の機器であって、前記データストリームは第１チャネルに関連し、前記
開始データパケット及び前記終了データパケットはプライベートストリーム及び第２チャ
ネルに関連し、前記開始データパケット及び前記終了データパケットは前記被選択プログ
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ラムに関連するチャネル及び前記被選択プログラムを識別する情報を有する、機器。
【請求項１１】
　請求項１に記載の機器であって、前記データストリームはディジタルデータストリーム
であり、１つ又はそれ以上のプログラムを有し、前記データストリームにおける各々のプ
ログラムは複数のディジタルコンテンツデータパケットにより表され、前記被選択プログ
ラムを記録する前記手段は前記複数のディジタルコンテンツデータパケットを記録するデ
ィジタル記録器を有する、機器。
【請求項１２】
　映像記録装置により被選択プログラミングを記録する方法であって：
　ａ）前記被選択プログラムに関連するデータストリームを受信する段階；
　ｂ）全体の前記被選択プログラムについての１つの開始データパケットを受信し、検出
する段階であって、前記データストリームは１つ又はそれ以上のプログラム及びプライベ
ートストリームを有し、前記プライベートストリームは前記被選択プログラムに関連する
開始データパケット及び終了データパケットを有し、前記開始データパケット及び前記終
了データパケットは、前記開始データパケット及び前記終了データパケットが関連する被
選択プログラムコンテンツについてのプログラム識別情報を有し、前記プライベートスト
リームは、前記プログラムコンテンツを載せているチャネル及び／又はサブチャネルとは
別個のチャネル又はサブチャネルであり、前記開始データパケット及び前記終了データパ
ケットは、前記開始データパケット及び前記終了データパケットが関連する被選択プログ
ラムについてのチャネル／サブチャネル識別情報を有する、段階；
　ｃ）前記開始データパケットの前記検出に対応して、前記映像記録装置による前記記録
を開始する段階；
　ｄ）前記被選択プログラムを受信し、記録する段階；
　ｅ）前記被選択プログラムについての終了データパケットを受信し、記録する段階；
　ｆ）前記終了データパケットの前記検出に対応して前記被選択プログラミングの前記記
録を停止する段階；
　ｇ）前記データストリームを生成するように１つ又はそれ以上のプログラム及びプライ
ベートストリームを結合する段階であって、各々のプログラムは前記データストリームに
おいて複数のコンテンツデータパケットにより表され、前記プラーベートストリームは各
々のプログラムについての開始データパケット及び終了データパケットを有し、前記映像
記録装置を有する消費者環境に対して前記データストリームを供給する、段階；
　を有する、方法であり、
　複数のプログラムが多重化プログラムストリームに同時に供給される場合、２つ又はそ
れ以上のプログラムからのデータパケットは前記２つ又はそれ以上のプログラム中に時間
多重化され、各々のプログラムに関連する開始データパケットは、プログラムコンテンツ
に関連する初期データパケットに先行する；
　方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法であって、段階ａ）の前に、
　前記データストリームを生成するように１つ又はそれ以上のプログラム及びプライベー
トストリームを結合する段階であって、各々のプログラムは前記データストリームにおい
て複数のコンテンツデータパケットにより表され、前記プライベートストリームは各々の
プログラムに関連する開始データパケット及び終了データパケットを有する、段階、並び
に
　前記映像記録装置を有する消費者環境に対して前記データストリームを供給する段階、
　を更に有する、方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の方法であって、前記関連する開始データパケットは、各々のプログ
ラムについての前記データストリームにおいて前記関連するコンテンツデータパケットに
先行し、前記関連する終了データパケットは、各々のプログラムについての前記データス
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トリームにおける前記関連するコンテンツデータパケットに後続する、方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の方法であって、各々の終了データパケット及び後続するプログラム
に関連する前記開始データパケットは共通のデータパケットに結合される、方法。
【請求項１６】
　請求項１２に記載の方法であって、前記データストリームはディジタルデータストリー
ムであり、前記被選択プログラムを有する１つ又はそれ以上のグログラムを有し、前記デ
ータストリームにおける各々のプログラムはディジタルコンテンツデータパケットにより
表される、方法。
【請求項１７】
　請求項１２に記載の方法であって、前記段階ａ）の前に、
　前記データストリームを生成するように１つ又はそれ以上のプログラムを結合する段階
であって、各々のプログラムは前記データストリームにおいて複数のコンテンツデータパ
ケットにより表される、段階、
　プライベートストリームを生成するように各々のプログラムに関連する開始データパケ
ット及び終了データパケットを結合する段階、並びに
　前記映像記録装置を有する消費者環境に対して前記データストリーム及び前記プライベ
ートストリームを供給する段階、
　を更に有する、方法。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の方法であって、前記プライベートストリームにおける前記関連開始
データパケットは、各々のプログラムについての前記データストリームにおいて前記関連
コンテンツデータパケットの前に提供され、前記プライベートストリームにおける前記関
連終了データパケットは、各々のプログラムについての前記データストリームにおいて前
記関連コンテンツデータパケットの後に提供される、方法。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の方法であって、先行プログラムの各々の終了データパケット及び後
続プログラムに関連する開始データパケットは共通データパケットにおいて結合される、
方法。
【請求項２０】
　請求項１２に記載の方法であって、前記開始データパケット及び前記終了データパケッ
トは前記被選択プログラムを識別する情報を有する、方法。
【請求項２１】
　請求項１２に記載の方法であって、前記データストリームは：
　各々のプログラムがサブチャネルに関連する、複数のプログラム；
　を有する方法であり、
　前記開始データパケット及び前記終了データパケットは、前記被選択プログラムに関連
するサブチャネル及び前記被選択プログラムを識別する情報を有する；
　方法。
【請求項２２】
　請求項１２に記載の方法であって、前記データストリームは第１チャネルに関連し、前
記開始データパケット及び前記終了データパケットはプライベートストリーム及び第２チ
ャネルに関連し、前記開始データパケット及び前記終了データパケットは、前記被選択プ
ログラムに関連するチャネル及び前記被選択プログラムを識別する情報を有する、方法。
【請求項２３】
　被選択プログラムを記録する方法であって：
　ａ）データストリームを生成するように１つ又はそれ以上のプログラムを結合する段階
であって、前記１つ又はそれ以上のプログラムは前記被選択プログラムを有し、各々のプ
ログラムは前記データストリームにおいて複数のコンテンツデータパケットにより表され
る、段階；
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　ｂ）プライベートストリームを生成するように各々の全体のプログラムについて１つの
開始データパケット及び１つの終了データパケットを結合する段階であって、前記データ
ストリームは１つ又はそれ以上のプログラム及びプライベートストリームを有し、前記プ
ライベートストリームは前記被選択プログラムに関連する開始データパケット及び終了デ
ータパケットを有し、前記開始データパケット及び前記終了データパケットは、前記開始
データパケット及び前記終了データパケットが関連する被選択プログラムコンテンツにつ
いてのプログラム識別情報を有し、前記プライベートストリームは、前記プログラムコン
テンツを載せているチャネル及び／又はサブチャネルとは別個のチャネル又はサブチャネ
ルであり、前記開始データパケット及び前記終了データパケットは、前記開始データパケ
ット及び前記終了データパケットが関連する被選択プログラムについてのチャネル／サブ
チャネル識別情報を有する、段階；並びに
　ｃ）映像記録装置を有する消費者環境に対して前記データストリーム及び前記プライベ
ートストリームを供給する段階；
　を有する方法であり、
　複数のプログラムが多重化プログラムストリームに同時に供給される場合、２つ又はそ
れ以上のプログラムからのデータパケットは前記２つ又はそれ以上のプログラム中に時間
多重化され、各々のプログラムに関連する開始データパケットは、プログラムコンテンツ
に関連する初期データパケットに先行する；
　方法。
【請求項２４】
　請求項２３に記載の方法であって：
　前記被選択プログラムに関連する前記データストリームを受信する段階；
　前記被選択プログラムに関連する前記開始データパケットを受信し、検出する段階；
　前記開始データパケットの前記検出に対応して前記映像記録装置による記録を開始する
段階；
　前記被選択プログラムを受信して記録する段階；
　前記被選択プログラムに関連する終了データパケットを受信し、検出する段階；及び
　前記終了データパケットの前記検出に対応して前記被選択プログラムの前記記録を停止
する段階；
　を更に有する、方法。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の方法であって、前記データストリームはディジタルデータストリー
ムであり、前記データストリームにおける各々のプログラムは複数のディジタルコンテン
ツデータパケットにより表される、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像記録の分野に関する。本発明は、特に、記録されるプログラムに関連す
るプライベートストリームにおけるデータパケットの検出により記録されるプログラムの
ための映像記録器を制御することに関連するアプリケーションに関する。しかしながら、
本発明は又、他のアプリケーションに従うことが可能であることが理解される必要がある
。
【背景技術】
【０００２】
　多くのテレビジョン（ＴＶ）の視聴者は、テレビ視聴経験をエンハンスするためにＴＶ
を視聴する機会を選択し、スケジューリングし、記録することを好む。このようにするた
めに、多くの視聴者は、特定の時間帯の間に利用可能であるプログラムを決定するために
ペーパー又は電子プログラミングスケジュールを調べて、視聴するプログラムを選択する
ことが可能である。他の視聴者は、好みのプログラムを見つけようとしてチャネルを切り
換えるが、その成功の度合いは確定していない。
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【０００３】
　ＴＶチャネル及びＴＶプログラムの数は増加し続けており、視聴者が彼等の視聴機会を
更にインテリジェントに選択し、スケジューリングし、記録することを可能にすることが
益々重要になってきている。プログラムスケジューリング情報に電子的にアクセスするた
めの既存技術には、特に、スケジューリング情報を予めダウンロードすること、及び、視
聴者からのリクエストに応えて、視聴者に対して生の形のこのスケジューリング情報を提
供することを含む。
【０００４】
　ユーザが所定の日時にＴＶショーを記録するために彼のＶＣＲをプログラムしようとす
るときに、しばしば起こる問題は周知である。それらの問題を排除するために、ＶＰＳ（
映像プログラムシステム）及びＶＰＴ（テレテキストによりプログラミングされたＶＣＲ
）が導入された。それらのシステムはヨーロッパでは一般的に使用されている。ＶＰＴは
、かつてはＶＰＶ（ＶＣＲがプログラミングされたビデオテキスト）として知られていた
。
【０００５】
　画像表示可能ＴＶ放送信号に補助的なＶＰＳ信号を付加することの当初の目的は、仮定
のビデオカセットレコーダの使用を簡略化することであった。ＶＰＳの導入に先立ち、そ
れらのＶＣＲはタイマーによりプログラミングされ、そのタイマーは、好みの対象のＴＶ
プログラムが放送に対してスケジューリングされる時間に従って、ＶＣＲを開始し、終了
した。
【０００６】
　ときどき、対象のプログラムは、例えば、前のＴＶプログラムの終了が遅くなったこと
のために、正確に記録されないことがあった。ＶＰＳ信号は、新しいプログラムの開始時
間を正確に示すことにより、この問題点を克服することが意図された。
【０００７】
　ＶＰＳプログラム識別符号は、ＴＶ放送信号の垂直帰線期間のデータラインにおいて４
バイトを占める。ＶＰＳ信号の４バイトは、放送される特定のＴＶプログラムの、元々、
スケジューリングされた開始の日時のような情報を有する。
【０００８】
　更に都合よくＶＣＲのプログラミングを行うためには、ＶＰＴシステムが開発された。
ＶＰＴは、テレテキストサービスのプログラムページからＶＣＲに必要な情報の自動転送
を有する。ユーザは、テレテキストのプログラムページのデュレクトリを表示させ、所望
のＴＶプログラムタイトルのところにカーソルを動かす。リモートコントロールにおいて
適切なボタンを押すとき、必要なＶＰＳプログラム識別情報がＶＣＲに伝送される。
【０００９】
　スケジューリングされた時間とＶＰＳ時間は必ずしも同一ではないことを述べておく必
要がある。これは、特定のプログラムが規定時間を越えて実行され、続くプログラムが遅
延される又はスケジュールが、そうではなく、変更されるときはいつでも、スケジューリ
ングされた時間が更新されるためである。ＶＰＳ時間は、プログラム及び実際には最終的
ではない放送時間に対して割り当てられているため、常に変更されないままの状態にある
。
【００１０】
　ＶＰＳ及びＶＰＴを使用することにより、そのような、開始時間及び終了時間、月日及
びプログラムソース（チャネル）のようなデータにおいて手動でキー入力することにより
もたらされるエラーによるか又は時間シフトされたＴＶプログラムによってもたらされる
、所望のＴＶプログラムの不正確な記録は、それ故、著しく減少される。残念ながら、Ｖ
ＰＳ又はＶＰＴシステムが使用される場合でさえ、所望のＴＶプログラムの記録は、スタ
ジオ側からもたらされるＶＰＴ又はＶＰＳエラーのために、尚も失敗し得る。ＴＶプログ
ラムは、２週間前に前もって、ＶＰＴプログラムスケジュールページに発表される。その
ようなページが不正確なＶＰＳデータを有し、ＶＣＲが不正確なデータによりプログラミ
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ングされている場合、その特定のＴＶプログラムの記録は、勿論、失敗する。通常、その
ようなエラーは、不正確なデータが入力された後、いつか、それらのページのエディタに
より知らされ、補正される。そのようなエラーが、エディタによりＶＰＴページにおいて
の後に補正される場合でさえ、従来のＶＣＲは、そのような補正に対してあらかじめプロ
グラミングされたデータを適合させることができない。所望のＴＶプログラムの記録を妨
げる、他のエラー源は、データライン１６への不正確なＶＰＳ符号の入力であり、又、放
送局側でなされた失敗によりもたらされる。
【００１１】
　Ｈｅｎｎｉｇによる米国特許第５，９５６，４５５号明細書においては、ＶＰＳプログ
ラムスケジュール情報に対して、及び、現在、実行されているプログラムのための入力さ
れているＶＰＳ時間符合に対して、予めプログラムされたＶＰＳデータを継続して比較す
る、ＶＰＳ及びＶＰＴの自動プログラミング能力を有するＶＣＲについて開示されている
。このようにして、ＶＣＲにおけるＶＰＳ及びＶＰＴ制御器は、プログラミングされたオ
リジナルのスケジュールページにおけるエラーを検出することができ、そのＶＣＲ自体の
記録プログラミングメモリにおけるそれらのエラーを補正することができる。更に、回路
構成は、現在、実行されているＴＶショーのＶＰＳ符号におけるエラーを検出し、そのエ
ラーを補正し、ショーを適切に記録することができる。
【００１２】
　しかしながら、Ｈｅｎｎｉｇの特許に開示されている方法は、実質的に、オーバーヘッ
ドを処理する必要がある。更に、ＶＣＲ記録に対するＨｅｎｎｉｇの方法の正確度は、Ｖ
ＣＲの開始及び停止が必要とされるとき、正確な時間におけるプログラムスケジューリン
グ情報を継続的に更新することができない。それ故、記録器の開始及び停止に関して、更
に正確である、映像記録を制御するための改善された方法及び機器に対する要請が存在し
ている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の一実施形態においては、被選択プログラムを記録するための機器は、被選択プ
ログラムを選択するための手段と、データストリーム、開始データパケット及び被選択プ
ログラムに関連する開始データパケットを受信するための手段と、被選択プログラムに関
連する開始データパケットが検出された後に被選択プログラムを記録するための手段と、
被選択プログラムに関連する終了データパケットを検出するための手段と、被選択プログ
ラムが終了した後に記録を停止するための手段とを有する。
【００１４】
　本発明の他の実施形態においては、映像記録気を有する被選択プログラムを記録するた
めの方法を提供している。被選択プログラムに関連するデータストリームが受信される。
被選択プログラムに関連する開始データパケットが受信され、検出される。映像記録器を
用いて被選択プログラムの記録が開始する。被選択プログラムに関連するコンテンツデー
タが受信される。被選択プログラムに関連する終了データパケットが受信され、検出され
る。映像記録器を用いる、被選択プログラムの記録が停止される。
【００１５】
　本発明の１つの優位性は、被選択プログラムの映像記録が被選択プログラムの開始時又
は終了時にいずれの部分を損失しないことである。
【００１６】
　更なる優位性は、他のプログラムから又は広告からの記録の開始時又は終了時に、被選
択プログラムの映像記録が素材を殆ど有しないか全く有しないことである。
【００１７】
　他の優位性は、以下の詳細説明を読み、理解することにより、当業者には明確になるで
あろう。
【００１８】
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　添付図面は、本発明の例示としての実施形態を示すためのものであり、そのような実施
形態に本発明を限定するように解釈されるべきではないものである。本発明は、種々の構
成要素及び構成要素の構成における、及び、詳細説明に関連して及び図面において示され
ている段階及び段階の構成を包含する種々の段階及び段階の構成における形を取ることが
可能であることが理解できる。図面においては、同様の参照番号は同様の要素を表し、類
似する参照番号は類似する要素を表している。　
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　図１を参照するに、通信環境１０は、複数のプログラム／サービスプロバイダサブシス
テム１２、伝送サブシステム１４及び複数の消費者環境１６を有する。一般に、各々のプ
ログラム／サービスプロバイダサブシステム１２は、複数の通信チャネルによるプログラ
ムへのアクセスを複数の消費者環境１６に提供する。それらのプログラムは、テレビジョ
ン及び類似する種類の映像ディスプレイ装置に適合する。典型的には、消費者環境は、一
戸建ての家又はアパートメントであるが、本発明は、乗り物、事務所、ビジネスを含むあ
らゆる種類の消費者環境に等しく適用することができる。本発明を実行することが可能で
あるビジネス環境の例は、消費者にビデオレコーダを販売するビジネスである。
【００２０】
　図１に示す各々のプログラム／サービスプロバイダサブシステム１２は、プログラムを
識別するヘッダを有する一連のパケットの方式の１つ又はそれ以上のディジタルプログラ
ム１８を有する。このプログラム／サービスプロバイダサブシステム１２は、本発明の特
徴を具現化した１つの通信チャネルを示している。プログラム１８は、映画、ニュース、
ドキュメンタリ、ホームドラマ、スポーツイベント等を含む種々の種類であることが可能
である。プログラム１８は又、いずれの持続時間であることが可能であり、種々の時間に
開始し、終了することが可能である。プライベートストリーム２０は１つ又はそれ以上の
プログラムに関連するデータパケットを有する。多重化プログラムストリーム２２は、多
重か方式のプライベートストリーム２０と１つ又はそれ以上のプログラム１８とを結合す
ることにより通信チャネルを形成する。複数のプログラム１８が多重化プログラムストリ
ーム２２に同時に供給される場合、チャネルは各々の多重化プログラムについてのサブチ
ャネルを有する。実際には、代表的なプログラム／サービスプロバイダサブシステム１２
は複数のチャネルを有する。付加チャネルは示されているチャネルと類似していることが
可能であるが、プログラム／サービスプロバイダサブシステム１２は又、類似していない
他のチャネルを有することが可能である。プログラム１８、プライベートシステム２０及
び多重化プログラムストリーム２２は、共通のプログラム／サービスプロバイダにより供
給されることが可能である。しかしながら、プログラム１８及びプラーベートサービス２
０は又、１つ又はそれ以上の第３パーティにより提供されることが可能である。
【００２１】
　伝送サブシステム１４は、少なくとも、ケーブル２４、人工衛星２６、地上波２８及び
電話回線３０を有する。ケーブル伝送方法２４は、主に、ケーブルテレビジョンサービス
プロバイダに関連する。人工衛星伝送方法２６は、主に、人工衛星テレビジョン及び人工
衛星電話サービスプロバイダに関連する。地上波伝送方法２８は、主に、地上波放送局及
び携帯電話サービスプロバイダに関連する。電話トランスポート方法３０は、主に、住宅
／商用電話サービスプロバイダに関連し、光伝送ライン又は電送ラインを有することが可
能である。
【００２２】
　各々の消費者環境１６は、復号化器３２、記録器３４及びユーザインタフェース３６を
有する。それらのモジュールは種々の構成にパッケージ化されることが可能である。例え
ば、それらのモジュールの全ては、テレビジョン（ＴＶ）又はセットトップボックス内に
パッケージ化されることが可能である。代替として、復号化器３２はセットトップボック
ス内にパッケージ化されることが可能であり、記録器３４は個別にパッケージ化されるこ
とが可能である。ユーザインタフェース３６は、典型的には、動作可能であるように記録
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器に結合される。代替として、ユーザインタフェース３６は、動作可能であるように、復
号化器３２に、又は記録器３４及び復号化器３２の両方に結合されることが可能である。
例えば、ユーザインタフェース３２がオプションを表示するためにＴＶを利用するところ
の他の構成が又、可能である。ユーザインタフェース３２は又、ＴＶ及び他の関連機器を
制御する多機能装置であることが可能である。本発明は、いずれの特定なパッケージ化さ
れた構成を必要とせず、又はそれらに依存しない。
【００２３】
　１つ又はそれ以上のプログラム１８がユーザインタフェース３６を経由して記録するた
めに選択されるとき、復号化器３２は、例えば、ケーブルトランスポート方法２４により
通信チャネルのための多重化プログラムストリーム２２を受信する。記録されるプログラ
ムの選択は、電子プログラムガイド（ＥＰＧ）を用いる種々の選択方法、映像プログラミ
ングシステム（ＶＰＳ）を用いる種々の選択方法、テレテキストによりプログラムされた
ＶＣＲを用いる種々の方法、及び、記録器、復号化器、ＴＶ又は記録されるプログラムに
対する他の装置の従来型のチューニング方法を含む、いずれの種々の方法においてなされ
ることが可能である。
【００２４】
　次に、プライベートストリーム２０は、多重分離方式で復号化器３２により多重化プロ
グラムストリームから分離される。プライベートストリーム２０におけるデータパケット
は復号化器３２により検出される。データパケットは、多重化プログラムストリーム２２
に含まれるプログラムの開始及び終了を確認する。プログラムに関連するデータパケット
は、プログラムが開始するとき及び修了するときを確認する。選択されたプログラムに関
連するデータパケットが検出されるとき、欠けたプログラムコンテンツがないように、復
号化器３２は記録を開始及び終了することを制御する。
【００２５】
　図２を参照するに、多重化プログラムストリーム２２の例は、プログラムを分離するプ
ライベートストリームからのデータパケットを有する３つの連続プログラムを有する。こ
の例においては、多重化プログラムストリーム２２は、第１プログラム４２に関連するパ
ケット、第１終了データパケット４４、第１開始データパケット４６、第２プログラムに
関連するパケット４８、第２終了データパケット５０、第２開始データパケット５２及び
第３プログラム５４に関連するパケットを有する。
【００２６】
　図１及び２を参照するに、第１データパケット４４は第１プログラム４２に関連し、第
１プログラム４２が終了したことを示している。時間ドメインにおいては、第１終了デー
タパケット４４は、第１プログラム４２のコンテンツに関連するパケットに後続する。そ
れ故、復号化器３２による第１終了データパケット４４の検出は、例えば、第１プログラ
ム４２の記録を停止するために、記録器３４により用いられることが可能である。
【００２７】
　第１開始データパケット４６は第２プログラム４８に関連し、第２プログラムがまさに
開始しようとすることを示している。時間ドメインにおいては、第１回視データパケット
４６は、第２プログラム４８のコンテンツに関連するパケットに先行する。それ故、検出
器４４による第１開始データパケット４６の検出は、例えば、第２プログラム４８の記録
を開始するために記録器３４により用いられることが可能である。
【００２８】
　同様に、第２終了データパケット５０は第２プログラム４８に関連し、第２プログラム
４８の記録を停止するために、用いられることが可能である。従って、第２データパケッ
ト５２は第３プログラム５４に関連し、例えば、第３プログラム５４の記録を開始するた
めに用いられることが可能である。
【００２９】
　複数のプログラム１８が多重化プログラムストリーム２２に同時に供給される場合、２
つ又はそれ以上のプログラムからのデータパケットは、第１プログラム、第２プログラム
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および第３プログラム中に時間多重化される。各々のプログラムに関連する開始データパ
ケットは、プログラムコンテンツに関連する初期データパケットに先行する。各々のプロ
グラムに関連する終了データパケットは、プログラムコンテンツに関連する最終データパ
ケットに後続する。従って、多重化プログラムストリーム２２内の複数のプログラムに対
するプライベートストリーム２０からの開始及び停止データパケットの位置及びシーケン
スは、多重化プログラムストリーム２２におけるプログラムコンテンツに対する初期及び
最終データパケットの位置に基づいている。開始及び終了データパケットは、記録器の制
御における付加的信頼及びパケットの位置付けに付加的フレキシビリティを与えるように
特定のプログラムとそれらの開始及び終了データパケットを関連付ける情報を有すること
が可能である。
【００３０】
　他の実施形態においては、同じチャネル／サブチャネルにおける１つのプログラムの終
了及び他のプログラムの開始を識別する終了及び開始パケットは、オーバーヘッドを低減
するために１つのパケットに結合されることが可能である。例えば、プラーベートストリ
ームは、多重化プログラムストリームにおいて含まれ、そのプログラムのパケット識別子
（ＰＩＤ）マッピングテーブル（ＰＭＴ）を規定される複数のプログラムの１つであるこ
とが可能である。この実施形態においては、開始及び終了パケットは、それらが関連する
プログラムコンテンツに対するプログラム識別情報を有する必要がある。他方、プラーベ
ートストリームは、プログラムコンテンツを担持するチャネル及び／又はサブチャネルか
ら分離されたチャネル又はサブチャネルであることが可能である。この実施形態において
は、開始及び終了パケットは、関連するプログラムコンテンツに対するチャネル／サブチ
ャネル識別情報を有する必要がある。
【００３１】
　他の実施形態においては、開始及び停止パケットは、第３パーティの申し込みサービス
により付加される。開始及び停止パケットは又、コマーシャルの前又は後、若しくは、プ
ログラムノ他の予備部分に付加されることができる。
【００３２】
　本発明は、上記において、例示としての実施形態に関連して説明したが、多くの変更、
修正及び変形が可能であることを当業者が理解できることが明らかである。従って、上記
の本発明の実施形態においては、本発明の主旨及び範囲を制限するのではなく、例示する
ことが意図されている。特に、本発明は、同時提出の特許請求の範囲及び主旨の範囲内又
はそれらの同等の範囲内に含まれる、上記の例示としての実施形態の変更、修正及び変形
全てを包含することが意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明を組み込んだ通信環境の実施形態を示すブロック図である。
【図２】本発明を組み込んだ多重化プログラムストリームの実施形態を示す図である。
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